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1. はじめに

 「心とは何か？」

 心のメカニズムを研究する学問である心理学

が扱うにふさわしい問いであるが、多くの心理

学者にそれを問うたとき、多種多様な答えが返

されるか、'あるいは明確な答えが得られないか

もしれない。心理学事典(1995，平凡社)に

「心」についての解説がないことも、心理学者

が「心」について、明確な答えを持っていない

ことの例として挙げられるだろう。もちろん、

「心」は心理学の研究対象であるが、心理学で

は心を「1っのまとまった何か」として捉える

のではなく、心を知識や記憶、意思や態度、そ

して感情や情動といったいくつかの要素に分解

し、それらの働きを「心の働きを反映したも

の」とみなして研究の対象としてきた。さら

に、これまでの心理学は、研究の対象となる問

題を細分化し、扱える問題と扱えない問題とに

分け、扱える問題から取り組むというアプロー

チを採用してきた。このようなアプローチは、

今日の心理学の発展を支える原動力になってい

るが、その一方で当然心理学の問題と思われる

「心とは何か？」といった問題を切り捨てる結

果となった。

 それでも近年、心に関する統一的な見解を見

いだそうとする試みが、心理学領域で盛り上

がってきている。この状況を作り出した原因の

1っに、脳科学の発展が挙げられるだろう。心

理学者は心の在処を脳に求め、神経科学や生物

学と積極的に結びついてきた。その中で、心の

機能と思われる脳の働きに関する知見がいくつ

か明らかになってきている。本稿では、このよ

うな心を体(脳)の側面から解き明かそうとす

るいくつかの研究を紹介する。

2. 心の構成体

 松本(1996)によると、心は人間の精神

作用を総合的に捉えた呼び方であり、「知
(intellect)」、「情(emotion)」、「意(volition)」、

「記憶(memory;学習を含む)」、「意識

(consciousness)」の5つからなるとされてお

り、本稿ではこの分類に従うこととする。知

は、刺激の知覚や、刺激に対する判断、評価な

どの思考を含む。情は感情である。意は意図や

意思を決定する働きであり、考えをまとめて話

したり、行動したりすることも含む。これら3

っは、知情意と呼ばれ、心の働きを反映したも

のとして、以前から心理学者の研究の対象と

なってきた。また、記憶は、情報や知識の貯蔵

であり、私たちは蓄えられた情報に沿って情報

を獲得、解釈、判断し、蓄えられた情報に沿っ

て様々な行動をとる。

 知情意や記憶は、人間だけでなく、コン

ピュータにも備わっている機能である。たとえ

ば、コンピュータが、知的な情報処理や記憶を

得意とすることは明らかである。情や意は、コ

ンピュータには出来ないと考えられやすいが、
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現在市販されているペットロボットは喜怒哀楽

といった簡単な感情を示す。また、警備ロボッ

トや掃除ロボットは障害物をよけたり、電源が

少なくなると電源のところまで行くといった意

思や意図を行動化する機能を持っている。この

ような心の他の機能に比べ、現在の情報処理科

学では意識の機能をコンピュータやそのプログ

ラムによって表現するのは困難であると考えら

れている。

 意識とは、「通常我々が現在直接経験してい

る心的現象の総体をさす」と心理学事典には定

義されている。つまり、意識とは、知情意や記

憶が機能していることを実感として感じるたあ

の機能と捉えることができる。これに対して、

無意識(unconsciousness)と呼ばれるものも

ある。これは知情意や記憶は働いているが、私

たちが実感できていない部分を指す。Fig. 1に

簡単な心の構造の模式図を示す。このような意

識と無意識の情報処理を表す現象にカクテル

パーティ効果(Cherry，1953)がある。カクテ

ルパーティのような場所では、他人の会話は実

際には聞こえているが、何を言っているかわか

らない。しかし、自分の名前などの関心ある情

報は聞き取ることができる。・この現象は、私た

ちが周囲のほとんどの情報を無意識の状態で処

理しているが、そのうち一部の必要な情報だけ
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Fig. 1 心の構造

が意識されることを示している。このことか

ら、「心」は知情意と記憶の働きからなるが、

私たちが実感として感じられる意識と実感され

ない無意識の2つからなっており、私たちが普

段「心」として認識しているものは、意識され

た知情意や記憶の働きであるといえる。それは

すなわち、「心」を理解する上で「意識」が重

要であることを意味している(1)。

 この「意識とは何か？」という問いは、それ

ほど長いとはいえない心理学の歴史の中で不遇

であり、この問いに答えようとするアプローチ

は、近年ようやく始まったばかりである。次

に、心理学の研究史において、意識がどのよう

に扱われてきたかについて簡単にふれる。

3，心理学史における意識

 19世紀末、Wundt(1832～1920)がライプ

チヒ大学に初あての心理学実験室を創設し、哲

学から心理学を誕生させたその時代には、新生

心理学の研究対象は意識であった。ヴントは、

自分の精神の内面を観察する内観という方法を

用いて意識を観察・分析し、意識の要素と構成

法則を明らかにしょうとした。

 20世紀になると、意識は主観的であり、客

観的観察を原則とする科学的研究の研究対象と

してふさわしくないとされるようになった。

Watson(1878～1958)は、「純粋に客観的か

っ実験的な自然科学の一部門」として、行動主

義を提唱した。行動主義の目的は、客観的に確

認できる刺激(stimulus)と、その刺激によっ

て引き起こされる反応(response)を予測する

ことであった(S→Rモデル)。その際、生体

の内的な過程はブラックボックスとして扱われ

たため、感情、認知、意識などは、研究の対象

として扱われなかった。行動主義の考え方は、

客観的すぎるとの批判も受けたが、現代基礎心

理学の考え方のベースに強い影響を与える結果

となった。

 行動主義の最大の目的は、生体の行動の予測

と制御であったが、S→Rモデルだけでは、生

体の行動が十分予測できないことが指摘される
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ようになった。Skiner(1904～1990)は、刺激

を受けて受動的に生体が行動するだけでなく、

生体が積極的に環境に働きかける行動があるこ

とを指摘した。つまり、それまでブラックボッ

クスとして扱われた生体の選択や判断などの内

的過程が重視されるようになった。新行動主義

では、それまでのS→Rモデルに、生体
(organism)の内的過程を加えたS→0→Rモ

デルによって生体の行動を予測しようとした。

 新行動主義が提案された後、心理学研究者は・

ブラックボックスの内部の構造を明らかにする

ための研究に焦点を当てるようになった。20

世紀半ば以降、認知心理学はこのような生体の

内的過程を扱う代表的な研究分野となった。認

知心理学の研究対象は、知覚、注意、知識など

の「知」、思考、判断などの「意」、そして「記

憶」であった。この認知心理学の発展は、コン

ピュータ科学の発展によって支えられていた。

認知心理学では、生体の内的過程を、コン

ピュータの情報処理過程に重ねることで、ブ

ラックボックスを明らかにしょうとした。ま

た、認知心理学研究は、その研究スタイルとし

て厳密な実験研究によるアプローチを採用して

おり、この実験制御にもコンピュータが大きな

役割を果たした。

 認知心理学から少し遅れて、「情」を扱う感

情心理学が生まれた。初期の認知心理学研究

は、積極的に感情を研究の対象としょうとはし

なかった。その理由として、それまでは感情を

正確に評価する技法がなく、感情研究が主観的

報告に依存していたことが挙げられるだろう。

その後、心臓血管系や呼吸器系などの末梢系の

測定技術が向上し、感情喚起に伴う自律神経系

の変化を客観的に評価できるようになると、感

情心理学は急速に発展した。余談だが、現在で

は、認知と感情の相互作用を検討する研究領域

も生まれており、その応用として認知行動療法

などの臨床技法も発達している。Sorrentino

(1986)は、初期の感情を含めない認知心理学

を「冷たい認知心理学」と呼び、感情と認知の

相互作用を検討する研究領域を「温かい認知心

理学」と呼んでいる。現在では、冷たい認知心

理学よりも、温かい認知心理学が主流になって

きている。

 1990年代後半に入ると、認知心理学は脳科

学の知見を積極的に取り入れるようになった。

それまでの認知心理学のパラダイムでは、刺激

と反応の関係から、生体の内部構造として最も

適切な仮説構成体を考案し、それをブラック

ボックスに当てはめることしかできなかった。

このパラダイムでは、「知」や「意」、そして

「記憶」などは明らかにできても、「意識」を明

らかにすることは困難であった。これに対して

脳科学を取り入れた認知心理学(認知科学)

は、生体の内的な情報処理過程を作り出す脳の

働きを観察することによって、直接ブラック

ボックスを明らかにすることが可能になっ

た(2)。これまで、十分明らかにすることがで

きなかった「意識」を研究の対象とすることが

可能になったのである。

 以上概観したように、意識研究は始まったば

かりである(3)。これは、心理学史の中で、意

識が不遇であったためであるが、これには方法

論上の限界も影響しているだろう。脳科学のパ

ラダイムが確立されるまで意識研究が行われな

かったことは、科学的アプローチを採択する心

理学にとって当然であったといえる。

4. 意識に関するモデル

 先に述べたように、意識研究は始まったばか

りであり、現在さまざまな意識に関するモデル

が提案されている。そのうち本稿では、ワーキ

ングメモリ仮説、クオリアに関する研究、受動

的意識仮説の3っのモデルを紹介する。

4. 1. ワーキングメモリ仮説

 ワーキングメモリ仮説は、情報処理の観点か

ら意識をとらえるモデルである。ワーキングメ

モリとは、目標志向的な課題や作業の遂行に関

わるアクティブな記憶と定義されている
(苧阪、2000)。Baddeley(1986)は、ワーキ

ングメモリを1っの中央実行系(Central

Exective;CE)と、音韻ループ(Phonologica1
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Loop;:LP)と視空間スケッチパッド(Visuo-

Spatial Skecthpad;P:L)の2っのサブシステ

ムからなると述べている(Fig. 2)。 P:Lは言語

性の情報処理を行う場であり、VSSPは視覚情

報の処理を行う場であり、CEによって管理さ

れると考えられている。CEは注意を管理する

場所と考えられており、PしやVSSPによって

処理された情報を長期記憶に貯蔵された情報を

用いて判断、評価したり、より高次の思考など

も行うと考えられている。従って、ワーキング

メモリ仮説の観点からは、P:しやVSSPの働き

を利用して、CEが情報を処理し、認識する過

程において「意識」が生み出されると考えるこ

とができる(苧阪、2001)。

 近年、脳科学の発展によって、ワーキングメ

モリに関連した部位が明らかになってきてい

る。fMRI(functional Magnetic Resonance

Image;機能的磁気共鳴画像)(4)を用いた研究

によって、P:Lは左半球のシルビウス溝の聴

覚野近傍や側頭葉内側のインシュラ領域、縁

上回、ブローカ野を中心とした領域に、一

方、VSSPは側頭から頭頂領域と後頭皮質など
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Fig. 2 ワーキングメモリモデルの概略図
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Fig. 3 脳回と二二(左半球外側面;苧阪，2000)

の領域に認められることが報告されている

(Carpenter， et a1. ，1999)。 CEは、脳内の

様々な箇所の並列的な働きと関連することが指

摘されており、そのうち主な領域として前頭の

下部にある眼窩上皮質、前部帯状回皮質などの

前頭前野の中央領域(MacDonald et al. ，

2000)が挙げられているが、他にも頭頂連合

野、側頭連合野、大脳基底核、小脳、海馬など

も関連していると考えられている。つまり、

CEは脳内の特定の部位において働くのではな

く、これらの複数の領域が並列的に活動してい

る状態であるといえる。

 Descartes(1596-1650)は、意識と身体が相

互作用する脳内部位として松果体を考えた。こ

の松果体仮説は、意識が脳内部のどこか特定の

部位にあるという機能局在的な考えに基づいて

いる(デカルトの劇場)。その後、Ga1の骨相

学(脳の各部位に異なる心的機能が宿ると考え

る)や言語野の発見(ブローカ野、ウェルニッ

ケ野)によって、この機能局在論が研究者の間

では一般的となった経緯がある。多くの研究者

は、局在論に従って、デカルトの劇場の発見に

力を注いだが、結果そのような統合的な部位を

発見するに至らなかった。このような失敗に基

づき、意識のような総合的な活動は、多くの部

位の活動の並列的な結果生じる可能性が考えら

れるようになってきた。このワーキングメモリ

仮説においても、意識が脳いずれかの部位に局
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在するのではなく、複数の部位の並列処理に

よって生じると考えることで、これまで明らか

にできなかった意識の過程を明らかにしょうと

している。

 ワーキングメモリ仮説は、情報処理の観点か

ら意識をうまく説明しているが、それが同時に

問題にもなっている。意識とは、知情意や記憶

の働きを私たちが「実感」することである。

「今まさに感じている」という質的な感覚につ

いて、情報処理の観点からだけでは十分論証で

きていない点が最大の問題であろう。この質的

感覚の証明を試みているのが、次に述べるクオ

リア研究である。また、脳の各部位で処理され

た情報がどのように統合され、表象や概念を形

成するのかは十分わかっておらず、これはバイ

ンディング問題と呼ばれている(5)。つまり、

CEが音韻ループや視空間スケッチパッドで処

理された情報を積極的に統合するメカニズム

は、現時点で明らかになっておらず、ブラック

ボックスであるといえる。これに対し、後述す

る受動的意識仮説は、意識が積極的な統合機能

やトップダウン的な制御機能を持たず、各部位

で行われた情報の処理を受け取るだけの機能を

持つと想定することで、このバインディング問

題の解決を試みている。

4. 2. クオリア

 クオリア(qualia)とは、ラテン語で「質」

を意味する言葉である。Chalmers(1996)が

心の質感という意味で用いたのをきっかけに、

認知科学、心理学の領域でも用いられるように

なった。クオリアを言葉で説明するのは非常に

難しいが、たとえば赤いリンゴを見て、その赤

さを生き生きと感じることである。五感から

入ってきた情報と、自己意識のように心の内部

から生じる情報をありありと感じる質感のこと

である。Damajio(1999)は、クオリアの説明

に際して、意識障害を例にしている。以下に該

当箇所を引用する(p. 23)。

……艨Xは静かに話していた。突然、話の途

中で男性が黙りこくった。顔は動きを失い、

口は開いたまま固まり、目は私の背後の壁の

一点をうつろに見据えていた。(中略)男性

はコーヒーカップと小さな金属製の花瓶を見

ているようだった。いや、カップを手にして

コーヒーを飲んだのだから、見ていたに違い

なかった。(中略)そうこうするうちに男性

は立ち上がった。(中略)男性はくるりと向

きを変え、ドアに向かってゆっくり歩き出し

た。私は立ち上がり、もう一度名前を呼ん

だ。男性は立ち止まり、私を見た。顔に少し

表情が戻ってきた。まごついているようだっ

た。もう一度声をかけると、「なんだい？」

と言った。

 この患者は、この時体験したことは何一っ憶

えていない。このような涜神発作時には、コー

ヒーを飲んだり、歩いたりしていることから、

情報の処理が行われていると考えられる。しか

し、患者自身はそのことを実感として体験でき

ていない状態にある。つまり、クオリアが欠け

た状態を示しており、この事例からクオリアが

意識を構成する機能の中でも、特に中心的な役

割を果たしているといえるだろう。茂木

(1997)はクオリアを解明することが、意識の

解明、さらには「心」の解明に直接つながる可

能性があることを指摘している。

 これまでの研究から、クオリアが脳の特定の

部位に存在せず、複数の部位の活性化の結果生

じることが指摘されている(茂木，2002)。例

として赤いバラを見たとする。まず、第一次視

覚野を起点とするニューロン網が、バラの色、

テクスチャ、光沢などを解析する。続いて、頭

頂連合野によってバラの場所の解析と、側頭連

合野においてバラの形の解析が並列的に行われ

る。それらの解析結果は、前頭連合野で融合さ

れ、言語情報として表象される。このいずれが

欠けても、正常なクオリアは得られない。ま

た、脳研究だけでなく、脳の並列分散処理をコ

ンピュータで模擬的に再現することによって、

クオリアを検討する研究もある。Damajio

(1995＞は、ニューラルネットワーク(6)によっ
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て、クオリアを表象できる可能性を示唆してい

る。

 脳研究者や心理学者は、近い将来にクオリア

の脳内処理過程が明らかになると指摘してい

る。しかし、いくつかの疑問や困難な点もある

ように思われる。多くの研究者が指摘する問題

点は、たとえば痛みの質的特徴(痛みのクオリ

ア)が、痛みの他の因果的性質や機能的性質と

は区別されなければならない点である(e. g. ，

Nagel. ，1974)。一般的に痛みは身体への圧力

や傷害によって引き起こされ、解消行動が引き

起こされる。また、脳研究によって、痛みを知

覚する部位を明らかにすることもできる。しか

しこれらは、先に述べた因果的性質や機能的性

質を示しているにすぎない。クオリア研究は、

これらのいずれとも区別され、個人の痛みの主

観的体験を明らかにしなければならない。ま

た、クオリアが一人称的視点で語られる感覚で

あり、これを科学的研究という三人称的視点か

ら捉えることが困難であるという問題もある。

痛みのクオリアは、痛みを受ける個人によって

異なり、これを他者(研究者)が正しく評価す

ることは、現在のパラダイムでは非常に困難で

ある。

4. 3受動的意識仮説

 先にも述べたが、意識は知情意や記憶の処理

を統合する役割を持つと定義されているが、現

在の脳研究ではこのような統合機能は十分明ら

かにされていない。前野(2003)は、これまで

意識に関する研究が非常に困難であると考えら

れてきた理由として、意識を随意的なものとみ

なしたことに限界がある点を指摘し、意識研究

はこの考え方を転回する必要があると述べてい

る。前野は、意識には他の機能によって処理さ

れた情報を積極的に統合する機能はなく、むし

ろ不随意的で、無意識的に処理された知情意や

記憶の結果を受け取るだけ役割しか持っていな

いと考える受動的意識仮説を提唱している。

 受動的意識仮説を支持する知見の一例として

Libetら(1983)の研究がある。 Libetらは、

被験者に時計回りに光の点が回転する時計型点

滅モニターを見せ、指を動かしたいという気持

になったとき指を動かし、またそのときの時計

盤の光の位置を答えさせた。その結果、無意識

下で生じる運動準備電位は、指を動かそうと意

図したよりも350msec早く生じることが報告

されている。このことは、意識的な意図に先行

して無意識的な脳内活動が生じることを示して

おり、我々の活動が無意識的処理の結果として

生起する可能性を示している。

 これまで、我々は自分自身で自分のさまざま

な行動を制御しているという感覚をもとに、脳

内情報処理研究において、意識が他の機能を

トップダウン的に制御するという観点を暗黙裏

に用いてきた。そのため、これまでの研究で

は、意識が他の機能を制御する過程の発見に焦

点が当てられてきたが、明確な知見はまだ得ら

れておらず、脳のバインディング問題として扱

われている。前野(2003)は、脳科学における

バインディング問題を、天動説になぞらえてい

る。天動説的立場では、地球とその周りを回る

星々の結びつき(バインディング)を説明する

必要があるが、それはとうてい不可能なことで

ある。これを地球が太陽の周りを回る、あるい

は自転すると考える地動説に変えることによっ

て、天動説で説明できなかった問題点がすべて

解決可能になった。前野(2003)は、このよう

なコペルニクス的な発想の転換が現在の意識研

究にも必要であると述べている。確かに、意識

が他の情報処理機能を統合する役割を持たない

(意識は無意識に行われた情報処理の結果を受

け取る機能のみを持つ)と想定することによっ

て、現在のバインディング問題は解決できる可

能性はある。

 受動的意識仮説のような大きなパラダイム

シフトは、研究者にとっても受け入れがたい

だろう。哲学者のSearle(1932～)もLibetら

(1983)の研究結果に対して、結果を否定する

ことはできないが、受け入れがたい結果とし

て、否定的な見解を示している。しかし、現在

の脳科学のパラダイムでは、意識を十分野説明

できず、たくさんの問題が生じているのも事実

である。現時点では、受動的意識仮説の観点に
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沿った研究はほとんど行われていない。今後、

多くの研究が行われ、知見が蓄積されることを

期待したい。

5. おわりに  心理学と脳研究の今後の

  課題

 上述のように、現在意識に関するさまざまな

モデルが提起されており、いずれもその証明に

脳内の処理過程に関する研究の知見を挙げてい

る。このような意識の問題に限らず、現在の脳

科学、あるいは心理学の領域において、脳内の

働きを調べることによって、人間のあらゆる活

動を証明することができると考える唯脳主義が

台頭しつつある。今後、心理学はさらに脳科学

との連携を強めると考えられるが、研究を行う

上で次のことに留意する必要があるだろう。

 1つめの問題は、人間の活動を考える上で、

脳だけではなく身体が及ぼす影響が十分に検討

されていないことである(Damajio，1995)(7)。

たとえば、暗がりを独りで歩いて家に帰ってい

る途中、突然後ろから呼び止められた場面を想

像してみてほしい。このとき、脳では恐怖を察

知し、いくつかの反応を呼び起こす。次に、脳

はそのうちの1っの反応を選択し、それに従っ

て機能する。このように脳はリスクを少なくし

たり、取り除くよう働いている。それと同時に

身体では頭や胴体などを動かすべく骨格筋が収

縮する。また、自律神経系の働きが充進し、心

拍が上昇し、呼吸が停止し、手や脇に汗をか

く。このような身体の反応が、神経系のルー

ト、あるいは血中の化学物質によって脳に

フィードバックされる。このように、脳が刺激

(ここでは危険)を察知すると、脳だけではな

く、有機体全体に反応が生じる。人間の活動

は、脳の働きによってのみ決定されるのではな

く、身体と脳の相互作用によって決定されてい

ることを重視する必要があるだろう。

 2つめの問題は、人間の活動に及ぼす社会的

側面を軽視しがちな点が挙げられる。人間は、

社会的な生物であり、その活動の多くは社会的

な相互作用の中で決定されている。しかし、現

在の脳研究の多くは、コンピュータ上に呈示さ

れた刺激に対する脳内活動を検討するという手

法であり、このような社会性や人間関係の相互

作用の影響などが十分検討できているとはいえ

ない。現時点においてこの問題は、手続きや機

材に起因しているため改善を待つしかないが、

今後脳研究者が社会性というキーワードに留意

することも必要だろう。

 3つめの問題は、脳研究の位置づけである。

脳研究は、それ自体が新しい発見ではなく、人

間の活動を生体内の処理過程や働きから明らか

にできる点が新しいのである。つまり、脳研究

は人間の活動を明らかにするツールの1っであ

ると考えるのが妥当だろう。人間の活動を明ら

かにするための研究手法は、脳研究だけではな

い。刺激に対する反応時間を測定する方法もあ

れば、質問紙によって主観的報告を測定する方

法、あるいは行動を観察するといった方法もあ

る。脳研究によって、これまで明らかにされて

こなかった問題がすべて明らかになったり、こ

れまでの評価法が不要になるわけではなく、研

究者が新しい評価ツールを手にしたと考え、そ

の他の既存の指標とうまく組み合わせていく必

要があるだろう。

 以上のように、心理学が脳研究と結びつくた

めには、留意すべきいくつかの問題がある。そ

れでもなお、脳研究によって得られた知見は、

心理学者の心を躍らせる魅力を持つことも事実

である。本稿では、脳と意識について今日まで

に明らかになっていることを説明したが、今後

は無意識、あるいは意識と無意識の関係なども

脳研究によって明かされる日が来るだろう。そ

のときはじめて、人類の歴史の中で常に考え続

けられてきた「心とは何か？」という問いが明

らかにされるだろう。

注1 今日の心理学では、意識だけでなく、無意識

  の重要性が指摘されているが、本稿では意識に

  焦点を絞る。

注2本稿は、体(脳)から心が生まれるとする心

  身一元論の立場に立っている。心と体、あるい

  は霊魂といった存在を分ける多元論的な立場も
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  あるが、現在の心理学者の多くは一元論的立場

  をとっている。

注3 Freud(1856～1939)は、人間の精神構造が

  意識と無意識からなること述べているが、その

  存在を実証できていない。意識や無意識を科学

  的、実証的に検討できるようになったのは、

  1990年代以降である。

注4 MRI(Magnetic Resonance Image)は、

  核磁気共鳴現象(nuclear magnetic reso-

  nance:NMR)という物理現象を応用して、入

  体の断面を画像化する手法である。fMRIは、

  MRIの技術を利用して外部からの刺激や課題を

  行うことによって活動した脳の様子を画像化す

  る方法である。

注5 近年、脳科学は、大量の知見を蓄積させ、脳

  の特定の部位に特定の機能が割り当てられるこ

  とを見いだした。例えば、コップを見たときに、

  大脳皮質の第1次視覚野と第2次視覚野は、そ

  のコップの位置、奥行き、動き、形、色、など

  の視覚情報を処理する役割を持つ。しかし、処

  理されたこれらの情報がどのように「コップ」

  としての1っのまとまりを持った情報として認

  識されるのかは明らかになっておらず、これを

  バインディング問題という。

注6 PDPモデル、コネクショニストモデルとも呼

  ばれる。それまでの記号処理的(直列的)なア

  ブm・・一チでは、人間の認知過程を説明困難な側

  面があった。これに対し、ニューラルネット

  ワークは、神経細胞を模した仮想的なユニット

  の結びつきを想定し、並列分散・的な処理によっ

  て人間の認知モデルを説明する試みである。現

  在では、人工知能、脳科学、心理学などの多く

  の領域において使用されている。

注7 Damajio(1995)は、脳と身体の相互作用に

  よって、人間の活動(推論、認識、情動、意識

  などのさまざまな活動)が決定されると考えた。

  このモデルはソマティックマ一掃ー仮説と呼ば

  れている。
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